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きております。

毎年、教職課程に登録するのは 1 年生の入り口の段

階で200名前後です。そして、それが実際に、卒業の

ときに免許を取るのが120人から150人ぐらいです。そ

して、これは去年の実績ですけども、免許を取った学

生の 3 分の 1 が、卒業後に実際に中学校や高校の教員

になっております。この 3 分の 1 という数についても、

教員養成系ではない大学としてはかなり多い数になっ

ております。

そういう大阪市立大学の教職課程ですけれども、理

念としまして、特に研究型大学と呼ばれる環境のもと

で教科の専門性を深く追究できる教員を目指しており

ます。また、中学校や高校では、教科や総合的な学習

の時間で探究をさせるということが強調されておるわ

けですけども、その探究をさせるための指導ができる

教員を我々は育てたい、そういうことを文科省に届け

ており、我々は日夜、努力しておるわけです。

なお、中央教育審議会は、平成24年（2012年）に答

申を出し、これから求められる教員というのは学び続

けるような者、あるいは自主的に学び続けることがで

きるような教員が必要であるということを言っており

ます。これは、くしくも我々の大阪市立大学で重視し

ている教職課程の目標と合致しているものかと思いま

す。

【添田】こんにちは。文学研究科の添田と申します。

【上森】島根大学教育学部講師の上森と申します。

2011 ～ 2012年度の 2 年間、今からお話しします教職

カルテ面接の担当の特任講師としてこちらで働かせて

いただいておりました。

１．教職カルテ面接の位置づけ
【添田】きょうは、教職課程の中の一環で実践してお

ります教職カルテ面接についてご説明したいと思いま

す。2011年からことしで 4 年目になります。最初は、

私のほうから、この制度ができ上がった経緯について

大体 5 分弱ぐらいで説明させていただきまして、その

後、上森のほうから、実際にどういうことをしている

のかということの説明をさせていただきたいと思いま

す。

まず、本学の教職課程の特徴ですけれども、このス

ライド（図表 1 ，69頁）は教職課程認定申請の書類で

我々が文科省に提出した書類から引っ張ってきたもの

ですが、都市型総合大学の特性を生かした研究型大学、

それで中・高を合わせて当時は24種類の免許状を出し

ていました。今は22種類になっております。教員養成

系でない大学でこれだけの種類を出しているのはかな

り珍しいです。これまでも、大阪市、大阪府を初め、

かなり多くの教員を関西圏の高校、中学校に輩出して
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さて、その中で、実は文部科学省のほうで免許法を

改定するという動きがありまして、このスライド（図

表 2 ，69頁）は平成18年（2006年）の中教審の答申か

ら引っ張ってきたわけですけども、新たに「教職実践

演習」という科目を教職課程の中に設けなさいという

ことが出てきました。その意図はこうです。 4 年間の

教職課程を通じてどれだけ学生が教員に必要な資質、

能力を身につけたかどうかをチェックして、足りない

ものがあれば、それを大学の責任で補ってくださいと、

そういう趣旨で教職実践演習は必修化されました。

そのやり方についてもかなり細かく文科省のほうか

ら指定が来ております。まずこの教職実践演習を担当

するのは教職に関する科目、つまり教育学に関係する

ような先生だけではなく、科目の担当、つまり物理学

の先生とか、法律学の先生とか、英文学の先生、教職

課程の学生がいるゼミの先生、そういう人たちにもこ

の教職実践演習にかかわってくださいという注文がつ

いています。しかも、開講時期としては 4 年生の後期

にこの授業をするように指定されております。そして、

きょうお話しします教職履修カルテ、これを各大学で

つくって学生にさせてくださいという注文があらかじ

めついた科目であります。

その中で教職実践演習の授業としてはどういうこと

を重視するかということにつきましては、繰り返しに

なるかもしれませんが、この授業の中でどういったも

のが身についたのか、それを学生に振りかえらせて、

それでこれからはどういう能力をつけていけばいいの

か確認するということが目指されております。

教職実践演習の科目は 4 年生の後期にと指定され

ているわけですけども、本学では 2 年生、 3 年生の段

階で学生に科目評価シート――先生方がつけた評価を

学生に閲覧させて、そして自己評価をするということ

をさせます。また、 4 年生の時にはその教職実践演習

の中で自己評価シートに書き込んで、そのときに 2 年

生、 3 年生の時にした自己評価についてもう一度、閲

覧して、自分たちがどういう学びをしたのかというこ

とを反省させる授業を展開しております。

この教職カルテというのは、先ほど申しましたよ

うに、教職課程でどんな力がついたのか、あるいはこ

れからどんな力をつけなければいけないのかというこ

とを考えさせるものです。そのためにカルテを利用し

て、この授業で実践してくださいということですけど

も、これは文科省の制度設計に問題があると私は考え

ております。 4 年生の後期に振り返りをすると言いま

すが、卒業時までにあと 2 カ月しかないのに、学べて

いない部分を補うことなんかできないですよね。です

から、この教職実践演習のミッション、つまり振り返っ

て何か足りないところを足すんだということを 2 回

生、 3 回生から面接をすることによって学生にも反省

をさせ、理解をさせ、認識をさせて、それを学生の在

学中の学修に生かしていく。そういうことを考えて、

教職カルテ面接を 2 年生、 3 年生の時にしております。

また、これも後で出るかもしれませんが、教職カル

テ面接をすることによって教職課程、あるいは就職、

教員採用試験のことについての相談もやっています。

総合すると本学の教職課程に教職カルテ面接が役に

立っているというふうに考えております。

では、ここからは、発足当初から 2 年間、この面接

の枠組みを現場でつくっていただいた上森先生に、そ

の中身についての説明をしていただきたいと思いま

す。

２．教職カルテ面接の目標
【上森】それでは、教職カルテ面接の実際について説

明をさせていただこうと思います。

まず先に説明された通り、学生は教職カルテ面

接を 1 年に一度、 2 年次、 3 年次に受けに来ます。学

生 1 人あたりの面接時間は最低30分ほどです。ですが、

学生によっては 1 時間ほど面接する場合もあります。

また、年に一度の面接が基本なのですが、 2 回・ 3 回

と重ねて面接に来る学生が各学年 5 人ほどいました。

なので、 1 年に面接する学生は最低300人ですが、複数

回来室する学生を加えて延べ人数にすると約320人の

学生を面接していたと思います。私が担当していた年

度でのことですが。

このような面接の中で面接担当教員は次のようなこ

とを目標としています。まず 1 つ目に、大学の設定す

る評価基準というのはもちろんあるんですけれども、

それを学生が主体的に解釈・運用することができるよ

うになることです。「先生たちがこう言っているから
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こうしました」というのではなくて、学生自身が自分

なりにその評価がどういう意味を持つのかを翻訳でき

る、さらに、それを自己評価できるような学生を育て

たいと思っています。

それから、 2 つ目に、みずからの経験則のみによる

のではない観点を獲得することです。これは後ほど詳

しくお話ししますけれども、出身校であったりとか、

バイトの経験に引きずられ過ぎていて、教師になるた

めにそれでは不十分ではないかというところをチェッ

クしていきたいと思い、この 2 つ目の目標をつくりま

した。

そして 3 つ目は、教職課程を中心としたさまざまな

学びと経験をみずから統合していけることです。 1 つ

目とかかわりがあるのですけれども、学習したことを、

大学の講義としてよその世界に置いておくのではなく

て、例えば自分のバイトであったり、サークル活動で

あったり、そういった世界の経験と結び付けてほしい

と考えています。

日本の教師になるというのであれば生徒指導などで

の面でも指導力を発揮するような教員でなければなり

ません。なので、みずからがいろんな学びや経験を統

合して成長を考えていけるような学生になってほしい

なという思いもあり、この 3 つの学生像（目標）を設

定いたしました。

３．教職カルテ面接の方法
具体的なカルテ面接の方法について説明しますの

で、資料をごらんいただきたいと思います。別紙①（70

頁）をごらんください。これは、大学の教職課程側か

ら学生に渡す科目評価シートというものです。教職課

程の中で学生が履修した科目に応じて、大学側から単

なるその単位取得のＡ、Ｂ、Ｃという評価ではなくて、

あなたにはこういう知識が身についていますよという

ことをより詳しく評価しています。特に、教職に関す

る科目については、例えば一番上の項目の「教職概論」

でＡ評価が出ていたとしても、そのＡ評価の中でもよ

くできているのは「教員の職務内容について理解して

いる」が「 5 」（ 5 段階評価で「 5 」が一番良い評価

です）。それから、「教職の意義及び教員の役割につい

て理解している」は「 4 」。Ａ評価であっても、「進路

としての教職を考える」というところは「 3 」なので

もう少し考えてもいいのではと学生が読み取ることが

できるようになっています。同じように、Ｂ評価やＣ

評価であっても特に力を入れてほしい項目や、Ｂ評価

であってもよくできている項目というのが学生には読

み取れるようになっております。

別紙②（71 ～ 72頁）は、実際は両面印刷して学生

に渡すことになっています。科目評価シートを確認し

た後にここで自己評価をしてもらいます。「学校教育

についての理解」、「生徒についての理解」と、さまざ

まな項目がありますけれども、ここに「 1 」から「 5 」

まで自己評価し、それから最後に、自分が今の時点で、

教職を目指す上で課題と考えている事項についても書

いてもらいます。そして、自己評価の彼らなりの基準

は学生によってそれぞれ違いますので、面接担当教員

が、どういう観点で学生が「よく当てはまる」にした

のか、「当てはまらない」としたのか、というような

ことを確認したり、教職を目指す上で課題と考えてい

る事項について詳しく聞き取ったりしながら自己評価

シートの確認をいたします。

その後、次のような話題について、学生に自分で語っ

てくださいということで話をします。まず 1 つ目とし

て、教職課程で学んだことを使って、自分の受けてき

た学校教育やバイト等での家庭教師や塾での指導とい

う教育経験について語ってもらいます。例えば、自分

の受けてきた学校教育のこういうところは教職課程で

学んだところが使われているんだなとか、専門科目で

あったら実はこういう最先端のことが生かされていた

んだなというようなことを自分の言葉で意味づけ直し

てもらいます。

それから 2 つ目として、先に話したことを踏まえて

自分はどのような教師になりたいかを話してもらいま

す。もちろん、この時点では教員志望ではない学生も

いるのですけれども、教育実習には全員出ていきます

ので、教育実習ではどんな教師になるのか、どんな教

師として立ち居振る舞うのかということを考えて話を

してもらいます。

それから、 3 つ目は、主に教員志望者以外の学生に

対してです。教職課程での学びというのは学校教育の

場だけにつながるものではないと考えています。大き
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る相手は大体四、五人とか、多くても十何人しかいな

い。そういった学生が教育実習でいきなり40人を持つ

というのはなかなか大変なことですので、「ちょっと

それは一緒にはできませんよ」と指摘をして、偏った

理解をしていないかということに気づいてもらい、そ

こから自分の課題をもう 1 回、考えてもらうというこ

とをしています。

それから、 3 つ目の目標の「教職課程を中心とした

さまざまな学びと経験をみずから統合していけるか」

という点については、例えば大学でのほかの専門教

育とか部活、サークル活動において何らかの役職経験

があったり、もしくは誰かをサポートする経験がある

といったようなことであったり、アルバイトやボラン

ティア経験、そういったいろんな大学生活全体が実は

教職課程で身につけてほしいことと実はつながってい

るということをどれぐらい自覚できているか。そして、

その自覚に基づいて 2 年次から 3 年次まで過ごせてい

るかという情報を集めていっています。

こういった情報をもとにして、学生の知識とか思考

の特徴、傾向というものを、記録用紙（別紙③、73頁）

に記録していきます。

５．教職カルテ面接の活用
こういった教職カルテ面接で得られた情報の活用の

場としては、一番最初に添田先生のお話にありました

が、教育実践演習に活用したり、あとは教育実習関連

でトラブルが起きた場合には、その指導に際してどの

ような考え方の特徴がある子なのかという事前資料と

して活用したりできると良いですね。

けれども教職カルテ面接は、教員が活用するだけ

ではなくて、こちらが振っている話題に対して学生が

答えていく中での自分の経験や学びというのを整理し

直し、意味づけ直してこれからの目標を考えていくと

いうことで、学生自身が活用している場ということに

なっていると思います。これは中学校教員になった学

生が話してくれたことですけれども、「こういうカル

テ面接の機会というのは、結局、あなたにとってはど

うでしたか」というようなお話を私がカルテ面接担当

教員を離れた後に後任の教員が聞いたところ、「ぼん

やりしてることをしっかりと立ち止まって考えられる

な意味で言ったら、行く行くは彼らも保護者になるか

もしれませんし、地域の人たちとして学校教育に協力

してもらう立場になったりするかもしれません。もし

くは、直接、学校教育に関係なくても、例えば企業教

育の場で何かの役に立つかもしれません。そういった

ようなところで、教育課程での学びというのは教職に

しか役に立たないんだというような観点、思い込みを

外したいということを話題としてこちらが振って、や

りとりをさせてもらいます。

 2 回目の面接では、また同じ話をするんですけれど

も、上記に加えて「昨年度に面接したときから、どう

いうところがあなたとしては成長したと思いますか」

という話題を振って、学生が成長したと自己評価して

いる点についても話してもらうようにしています。

４．教職カルテ面接を通じて集める情報
このような話題で学生と話をし、教職カルテ面接を

通じて求める学生像と照らし合わせて、情報としてど

んな情報を収集しているかというと以下のようになり

ます。

まず、カルテ面接の 1 つ目の目標の「評価基準を主

体的に解釈・運用することができる」については、大

学で学んだことを自分の経験と置きかえて話すことが

できているかという情報を得ます。ここが不十分な場

合は、もう少しつながりを見つけることがこれからの

課題ですねという形で、それを意識的に行うように求

めていきます。

それから、 2 つ目の目標の「みずからの経験則のみ

によるのではない観点を獲得しているか」どうかにつ

いては、例えば市大出身の学生は進学校出身の学生が

多いので、授業のイメージが進学校のそれしかなかっ

たり、あとは進路指導というのが大学にどう進むかと

いう指導であって、就職指導が念頭になかったり、い

わゆる公立高校で特別支援が要る子に対しての指導の

認識がなかったりというような、教育活動についての

理解に偏りがないかという情報を集め指導します。例

えば、塾講師の経験などをしていても、今は少人数指

導の塾が多いので、「自分は塾での指導経験がありま

すので授業には自信があります」と 2 年生のときには

すごく大きく言うんですけれども、塾で学生が指導す
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も、そういう「教員になるための」という鍵括弧はつ

きますけども、その中の自己教育の可能性を開いてい

る場になっていると私は考えています。

したがって、大学でのIRというものの最終的な理

想像というのは、結局、大学生の自己教育につながる

というのがとても望ましいものではないのかなと考え

ます。

機会ですね。年に1回っていうのがひょっとしたら少

ないのかなって。」と話してくれたそうです。

今、私は島根大学でIR担当でもあるんですけれど

も、今の立場から市大の教職カルテ面接について考

えると次のようなことが言えるのではないかと思いま

す。この市大の教職カルテをつくって面接していくこ

とについて一番重要視されるべきところは、単に情報

を蓄積して利用するのではなくて、そのプロセスだと

思います。それはなぜかというと、教職カルテ面接の

場は学生が自分の知識や思考を吟味する場になってお

り、大学において一番必要なのは自己教育ではないの

かなというふうに個人的には考えているんですけれど

図表1

図表2
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【話題提供３】教員免許状の取得を目指す学生の学習実態の把握と指導の在り方
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